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Ⅴ 標準化会議の事業計画 

 

１．概要 

平成 20 年度は、ISO/TC227 ばねの国際規格化活動を推進し、11 月にタイバンコク市で開催が予

定されている第 4回 ISO/TC227 ばね国際会議に参加する。更に JIS２規格、JASO１規格の改正並

びに JSMA46 規格の制定・見直しを継続して取り組む。また、アジア太平洋地域標準化現地研修

を 10 月頃にベトナムで実施する。 

 

２．活動の詳細 

２．１ ISO 規格関係 

(１) 政府制度の活用 

下記の３政府制度を活用し、ばねの標準化活動の推進を図る。 

１）国際幹事コーデイネータ制度 

国際会議、規格開発に伴う庶務一般項目の指導を随意に受ける。 

２）国際規格共同開発事業制度 

｢ばね用語｣、「ショットピーニング」の ISO 規格化開発を図る。 

３）アジア太平洋地域標準化現地研修事業制度 

二ヵ年計画の最終年度として 10 月にベトナムハノイ市でばね標準化研修を実施し

ISO/TC227 のＰメンバへの参画要請を図る。 

４）その他 

経済産業省、財団法人日本規格協会、株式会社三菱総合研究所の支援を頂き、関連制度を

利用し標準化会議委員が欧州、米国、アジアへ訪問を計画する。 

（２） ISO/TC227 ばねの国際標準化活動 

１）第 4回 ISO/TC227 国際会議（11 月 5 日タイバンコク市開催）に参加し日本提案の「ばね用

語」「ショットピーニング」の２規格のＦＤＩＳ化を検討する。 

２）中国提案の「熱間成形圧縮コイルばね」のＩＳＯ規格化に取り組む。 

３）4月 2 日にデュッセルドルフで行われるばね国際会議に出席し、欧州、米国、アジアのばね

標準化関係者と意見交換を行う。 

２．２ JIS 規格関係 

   １）JIS B2709：「ねじりコイルばね－設計・性能試験方法」の改正 

１）JIS B2804：「止め輪」の改正 

２．３ JASO 規格関係 

１）JASO F107「自動車部品―ばね板ナット」の改正 

２．４ JSMA 規格関係 

本年度も各部会は年度計画に基づいた JSMA 規格の新設・改正を推進する。 

 


